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ポスターセッション
第 12 回 子ども学会議では 51件のポスターが発表された。審査により
最優秀賞が1名，優秀賞が 5名選ばれ、大会1日目の夕刻から行われた
イブニング・セッションで表彰された。

第12回子ども学会議　ポスターセッション最優秀賞演題

「主体的行為の学習・記憶」とアクティブラーニングとの関係
仁木 和久（産業技術総合研究所 人間情報研究部門）

　知的好奇心を持ち、自ら考え・問題解決に成功した時
に、アハ！という感動を伴い、記憶の中枢『海馬』で強
固な学習・記憶が形成され、これを「主体的行為の学習・
記憶」と呼ぶ。この時、眼窩脳領域が意欲や知的好奇
心に、扁桃体がポジティブ感情に、ACCやTPJなど人
間の社会的活動を支える脳領域も強く関与することを一
連の fMRI 脳イメージング研究で明らかにした。
　さて、教師の「教え込み」教育から、生徒が自ら考え・
問題解決を行う「主体的な学び」、「社会でも役立つ学び
の力」を特徴とするアクティブラーニング教修への転回
が予定されているが、（ゆとり教育のような）教育現場
での混乱を避ける必要がある。
　本論では、「主体的な学び」やアクティブラーニング
教修を統一的な視点で人間の学びの特性を捉え・理解

する理論・モデルとして、「主体的行為の学習・記憶」
脳認知モデルを提示する。意欲やポジティブ感情の必
要性や、自ら考え、主体的に問題解決することが強い学
びを引き起こす理由も説明する。行為の内容により実際
のアクティブラーニングには幾つかのタイプが出現する
が、全てを同一観点から理解できる。教育で（効率的に
正しく）獲得をめざす知識・知能は、人間の社会・文化
の中で創造された知識・知能体系（文語、数学、科学、
技術、人工物利用、法律、社会システム機構等）であり、
教育はその共有の加速場という位置づけを持つ。教室と
いう学びの場では、「主体的な学び者」達がコーディネー
タの下で協調し、知識・知能の伝達・共創・共有作業が
行われるべきであり「社会で役立つ学びの力」の原型が
ある。

【最優秀賞】

【 優 秀 賞 】

仁木 和久：「主体的行為の学習・記憶」とアクティブラーニングとの関係

山田 小百合：障害のある子もない子もワークショップ：物語作成ワークショップの実践報告
田部 絢子：発達障害児の「食の困難」と発達支援に関する研究 ―学校給食調査を通して―
村松 志野：日本の子どもの自尊感情はなぜ低いのか① ～ Harter 幼児版　自己認知のアジア比較～
石井 智也：ケニアの知的障害児教育の実態と支援課題 ―JICA 青年海外協力隊の障害児者支援事業から－
佐藤 優香：博物館の体験型展示における子どもの経験 ～「マダガスカル霧の森のくらし」 展の事例から～

51 件のポスターは、甲南女子大学の
第一学生会館 4階ホールいっぱいに
2日間にわたって掲示された
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第12回 　子ども学会議報告

＊ 2015 年 10 月に開催された「第 12 回　子ども学会議」で配布した『プログラム・抄録集』で
東京学芸大学の高橋智先生のお名前が間違えておりました。訂正してお詫びいたします。


